
		
地域密着型サービス運営推進会議記録（R　7年度 第　3回）

	事業所名
	セカンドハウスサクラ

	サービス
種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	7年　8月　20日　　　１３時３０分　～　１４時　３０分

	会場
	セカンドハウスサクラ　多目的ホールにて

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	2人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	2人

	報告事項　
	

	（１）登録状況
（２）利用者の入退院状況について
（３）問い合わせについて
（４）活動報告
（５）報告事項
	

	議題
	












	（１）登録状況
R7.7.31現在登録者22名。(入院中2名含む)
男性　　4名　女性　　16名。最低年齢　　60歳　最高年齢　　98歳　　　　　
要支援2　2名　要介護１　3名　要介護２　6名　要介護３　5名
要介護4　3名　要介護５　1名

（２）利用者の入退院状況について
　・Ａ氏　肺炎・尿路感染症にて入院　R7.8.4退院
　・Ｂ氏　R7.7.27右大腿部に腫れあり、受診の結果右大腿骨骨折と診断され手術。
　　　　　R7.8.25に退院の予定。認知機能の低下あり、危険予測不十分。
　　　　　主治医より骨粗しょう症の為再骨折しやすく、極力車いす生活推奨。
　　　　　元々歩行器歩行で、現在も訓練では歩行器歩行中。本人が活動的になり、
　　　　　車いす使用より歩行器使用の方が低リスクの場合は歩行器歩行を検討する
　　　　　可能性はあるが、退院後は車いす使用の予定。　
　　　　　外泊時は認知症感知機器の使用を検討する。
　・C氏　入院継続中。脳梗塞にて6月に入院。9/6に退院の予定。9/8よりサクラの通い再開の予定。
　
　・D氏　利用終了。認知症症状が進行し、サービスの利用日を認識できず、定期薬や金銭の管理ができなくなる。妄想も出現し、独居生活が難しく体験利用を経てグループホームに入所される。

（３）問い合わせについて
　3件問い合わせあり。うち1件は那賀町在住の為介護保険上サクラの受け入れ不可。
　
　E氏　R7.7月上旬に相談あり。8/1より利用開始。
　F氏　8/20見学　入院中に1度面談、本人が自宅での生活に不安を持ち、老人保健施設に入所。在宅復帰後何かあれば相談がある予定であった方。
　　　　
（４)活動報告
　　・さくらだよりの発行
　　・8月後半で夏祭りイベント実施予定
　　・感染症BCP訓練、感染対策訓練実施
　　・8/26運営会議実施予定
　　・8月後半　帯状疱疹ワクチン2回目接種(該当者予定)
　　
　(５)報告事項・議題
　　・登録利用者22名/登録定員25名　2名退院し利用再開予定
　　　本日見学の１名、現在利用中の方の配偶者が利用開始になる可能性あり。
　　・泊りは空床が少なく対応が難しい状態が続いている
　　・利用者の骨折の件　状況報告、発生時の対応、再発防止策等について
　　　本人から痛みの訴えはなかったが、歩行器歩行レベル→起居動作が難しくなる。当日朝夜勤者が状態確認をした際には目立った外傷なし。
　　　改めて日勤者が下肢の状態確認、右大腿部付近に腫れあり、内出血なし。
　　　受診し骨折と診断され、手術、リハビリ実施。8/25退院予定。
　　　具体的改善策については運営会議(8/26)に検討予定。
　　・8/1からの新規利用者について
　　　83歳女性　要介護1　阿南市福村町在住
　　　R7.3に原付バイクで転倒、救急搬送され延髄梗塞と診断される。
　　　入院拒否し帰宅、以後も病院受診せず(1度主治医意見書作成の為受診のみ)
　　　高血圧未治療。日常的支援が期待できる親族や近親者はなし。
　　　本人の意志でライフラインは使用せず。
　　　R7.5に生活が困窮し生活保護の受給開始。福祉課のケアワーカーからエアコン
　　や冷蔵庫の使用を提案してくれるが本人が拒否。住環境の確認も玄関先のみ。
　　ごみ捨てや買い物が難しく、訪問サービスの利用希望。
　　自宅玄関は鎖で扉を固定し、他者の立ち入りを拒む。安否確認の為外に出てきてくれるように促しても出てきてくれない時もある。
　　地域ケア会議を開催し、今後の支援方針検討。
　　サクラとしては訪問サービスを提供しながら極力生活環境が整えられるように努めるが、本人の意向がはっきりしており難しいことも多い。
　　訪問時(AM)に応答がなければ、午後再訪問。それでも応答がなければ警察に出動依頼を行う。警察に連絡前に、キーパーソン、大家さんに連絡する。繋がらない場合は地域ケア会議での事前承諾を持って出動要請可能とする。
　　大家さんから本人に、年内に借家の取り壊し予定と説明済。
　　金銭管理や、病院受診、施設入所について今後も東部お世話センターや社会福祉協議会と連携予定。
	



